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　校友会員の皆様、平素は何かと学園の充

実と発展のために物心両面にわたりご尽力

を賜っておりますことに、心より厚く御礼申

し上げます。�

　校友会の活動は、学園の発展を支える大

きな柱でありますが、これが益々活発に行わ

れておりますことは誠に心強く、関係の皆様

方のご努力に対しまして心からの敬意を表

したく存じます。�

　ご承知の通り、我が国においては１９９０年

代に入ってバブル経済が一挙に瓦解するや、

これを引き金として、高度経済成長期を通じ

て蓄積されてきた経済・社会システムにおけ

る不合理が一挙に顕在化し、それ以来今日

に至るもなおその後遺症に苦しんでいる状

況にあります。護送船団方式により手厚く保

護されてきた金融システムが崩壊し、多くの

企業が業績の低迷に喘いでリストラに走り、

生産拠点の海外への移行により我が国の産

業は空洞化の危機に瀕し、その上に地球の

破滅にも繋がるような環境上の深刻な諸問題、

発展途上国からの追い上げ、グローバル化

への対応の遅れ、ＩＴ革新への乗り遅れとい

った問題に追い撃ちをかけられて、今や我が

国の経済と社会は大きな危機に直面し、構

造改革が大きな政治的課題となっております。�

　翻って教育界を見ますと、戦後の学制改

革で我が国に２２８（昭和３０年）の新制大学が

誕生して以来、今や平成１２年度時点で大学

の総数６４９、短大の総数５７２［*１］を数えるほ

どその器は大きくなり、しかも年々さらに増

えております。短大は総数こそ減る傾向にあ

りますが、学科は増えております。�

　しかし一方では、少子化も確実に進行し、

日本の出生率は１.３４人（１９９９年度）はすでに

先進国の中でも最低のレベルにあります。単

純には、このまま行けば８年後には定員と志

願者は同数となる計算になります。すでにそ

の兆しは現れつつあり、いま私大は３割が、短

大は６割が定員割れの状況にあると言われます。�

　このような厳しい社会環境、教育環境にあ

って、本学は生き残りを賭けて新たな挑戦を

始めなければならないと考えております。そ

れは、他と差別化された本学独自の特色あ

る大学作りということに尽きると考えます。

本学の教育は、建学以来、伝統的に産業に強

い係り合いを持っておりますが、その強みを

生かした特色づけこそ生き残りと更なる発

展のためのキーポイントであると考えており

ます。産業界が真に求める人材を育成する

ということを大学全体の一致した教育コン

セプトとするように意識改革を行い、それに

全精力を傾注していきたいと考えております。

即戦力のある人材を育成する（実務的な）教

育を行い、産業界の要請に応える実績を積

んでいくことが本学の評価をおのずから高

めてくれるものと考えます。大学と産業界と

の連携を強化することもそのために必要な

ことであります。�

　経済界はこれまで、産業を引っ張っていく

ような人材の養成を、企業に入ってから自前

で行うというのが伝統的なやり方でしたが、

経済と社会の構造改革は、そういった伝統の

返上を迫るものとなっており、また、リストラ

や終身雇用の崩壊に加えて国際競争が激化

していることからも、企業は、人材を自前で

育てる余裕や自信を失ってきており、明日の

産業を担う人材を大学の教育現場に求め始

めているように思われます。�

　産業界が具体的にどのような人材を求め

ているかを示す一つのデータとして、日経連

が行った、企業１６２４社の新入社員の選考で

重視した点についてのアンケート調査（２００

０年度）［*２］があります。これによると、上位

順に、コミュニケーション能力（５０.３％）、チ

ャレンジ精神（４９.２％）、主体性（４５.０％）、協

調性（４３.０％）、責任感（３９.７％）、誠実性（３９

.０％）、創造性（３３.０％）、潜在的可能性（２７.

３％）、職業観・就職意識（２４.０％）、信頼性（２２

.９％）、論理性（２１.５％）、リーダーシップ（１８.

９％）、専門性（１５.９％）、学業成績（１０.６％）

等となっており、改革途上にある産業界のさ

しあたりのニーズを反映しているように思

われます。本学の教育コンセプトの確立に当

たり、考慮に入れるべきことでありましょう。

しかし、もう少し長期的観点からすれば、構

造改革の一つの柱である新規事業の創出や

国際競争が標準的となることに対応し得る

資質として、リーダーシップ、創造性、専門性、

それに人間性といったことがより強く求めら

れるようになるであろうと考えております。�

　本学が、本学の伝統を生かして、経済界、

産業界が真に求める人材を育成するという

ことを、全学一致した教育コンセプトとする

教育機関となるようにもっていくことが、構

造改革の激変の中にあっても、生き残りと更

なる発展をおのずからもたらしてくれるも

のと確信しております。�

　校友会員の皆様方が積み上げてこられま

したご努力、そして社会の各方面におけるご

活躍は、我が学園に対する社会の評価を年々

高めており、このことは、今後の学園経営に

とって大きな助けになるものであります。改

めて感謝申し上げますと共に、在学生、保護者、

並びに卒業生の皆様方から高い信頼を得ら

れますように、今後とも奮闘して参りたいと

存じますので、より一層のご支援、ご鞭撻、お

よび経営についてのご助言を賜りますよう

お願い申し上げます。�

［*１］：文部統計要覧（平成１３年版）�

［*２］：朝日新聞掲載�
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【1】少子化と大学のあり方�

　少子化による受験生の減少に対して、受

け易く入り易い入試制度にあらためる方法

は一時しのぎに過ぎません。本学を21世紀

に勝ち残れる大学にするのは基本的には次

の二つの方法しかありません。�

1. 他学にはない個性を持つ�

　偏差値に振り回されず大学審議会答申が

いう「個性が輝く大学」にすることです。�

　世界の最先端の研究業績を挙げ、研究者・

学者を育てることを主目的にする大学は僅

かでよいのです。本学は学術成果を有効に

活用して実社会に貢献できる総合能力を養

います。また「偉大なる平凡人たれ」という

建学の精神にそって創意工夫に比重をおい

て実社会に役立つ高等職業人・専門家を育

てることを目標とします。これは偏差値とは

無関係の素養であり、企業・社会の将来にと

ってなくてはならない人材であります。�

2. 魅力ある教育サービス�

　次の4つを満たし、学生と受験生にとって「魅

力ある大学」にします。�

「社会に出てから役に立つ授業内容」であ

ること�

「興味を持たせてわかり易く学ばせてくれ

る大学」であること�

「自分で考えて自分で答えを出せる自律

性と独創性を育てる教育」であること�

それぞれの学生の優れた能力を引き出し、

育てる教育環境があること�

�

【2】本学でのこれまでの取り組み�

　将来計画委員会では教育改善の重点項目

を平成10年度にまとめました。そしてこの

具体案を立案し弾力的に運営するために「ア

クションプラン」を推進し、できるものから実

行に移してきました。そのうちすでに成果を

上げている主なものは次の通りです。�

1. 成績評価の厳正化・普遍化を図る�

　成績評価の方法を具体的にシラバスに

明記する�

　学生からの成績問い合わせ制度をつく

る�

2. 教員の教え方に対する学生の評価�

　授業評価アンケートを実施しその結果

を公表する�

3. 学生からの苦情処理�

　学長提言箱によって意見を収集し苦情

を処理する�

　学生へのアドバイザーの制度をつくる（人

間環境・経済・短期大学部で実施中）�

4. カリキュラムの改正�

　年間履修単位を制限するほか幾つかを

実施したが、なお残された課題が多い�

5. パソコン教育の徹底�

　コンピューター入門科目を設置�

　これらはすでに実行されて一定の成果を

挙げています。遅々として見えますが、関係

者のご理解とご努力のおかげでこの三年間

を振り返るとかなりの前進がありました。�

�

【3】今年からの取り組み�

　次の4点に重点を置きます。1.2.について

は新たにワーキンググループを設置しました。�

1. 「教員の教育貢献度の評価」�

教育業績を評価する基準づくりとそれを

昇任規程などに反映することや、新任教

員の任用条件を改めることなど�

2. 研究成果の多い教員には個人研究費の

配分に比重を付ける。�

3. 「カリキュラムの改正」は、補習クラス、セ

メスター制や授業公開制度など9つの課

題を「全学カリキュラム委員会」で集中的

に取り上げることになりました。�

4. 「学生による授業評価」は将来計画委員

会の「授業改善委員会」が引継ぎました。�

　いずれも今年中に成案を出し、平成14年

度から実施したいと考えています。�

　一般論ですが、良い商品を作るメーカー

や良い商品を安く提供している店には客が

絶えません。大学の「商品」は教育サービス、

すなわち「授業」であり、学生が望む良い授

業はすべて教員の「自覚と実行」にかかって

いると思っています。�

　大学はそれが使命でもあるはずの「先見性」

を発揮して、新しい事態に適応できるように

弾力的思考を採り入れ、自らの見識と意思に

よって改革を進めていくべきです。�

　21世紀初めの今年こそ、教員も職員も、

法人も教学もまず「共通の危機感」を持ち、

一体となって一つずつ課題を克服し、実現し

ていかねばと思っています。�
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　6月1日付で校友会副会長をつとめられた

眞田卓克氏から就職センター長を引継ぎました。

年度始めのことでもあり、私自身が次長という

ラインでもあったことから、今年度の方針は継

続しております。�

　学生の就職活動は様変りしています。しかし、

就職活動が日本の経済状況に左右されるとい

うことは変っておりません。バブル崩壊後、内

定率は超氷河期といわれるドン底の年度を経て、

やや回復しながら4、5年を経過してきました。

この間、ある業界には薄日が差したり、持ち直

したりしながら、しかし短期で晴れ間を終えて

しまうというのがパターン化しています。�

　大学生の就職率(卒業生中における就職者)

は全国平均で60%です。残りの40%は進学

や公務員受験のためのフリーターや、就職待

機組です。就職した人たちも30%が3年以内

に離職しています。そうすると大学院卒の年齢

に重なる24、25歳で約半数の人たちが求職

活動中であるわけです。�

　そうした社会情勢の現れか、当就職センター

にも、卒業して1、2年の人が年間50人位相談

にきます。彼らは職歴はないか、あっても2、3

ヶ月の経験であり、履歴書に書くこともない人

たちがほとんどです。こうした第2新卒といわ

れる人たちの増加の原因は、いわゆる職種の

認識不足である「ミスマッチ」と、もうひとつ若

者の価値観の変化にあります。�

　もはや日本的経営であった年功賃金制度は

崩れ、1年でも早く入った人に生涯賃金で追い

つけないという時代は終ってしまいました。従

って卒業時に正職に就かなければならないと

いう価値観も変わってきているわけです。職種

についてもフリーターとの差がなくなってきて

います。�

　こうした時代に我々はどのように学生指導を

していくのかが問われています。良い就職とは

何であろうか。それぞれの人が自分の望む仕

事に就くこと。それは安定を望む、高収入を望む、

地域密着か、全国展開か、大企業か、中小企業か、

それともベンチャーか。それぞれが自分の人

生観や労働観に従って選択すべきであり、そう

した自己構築が学生になければ我々も指導で

きないのです。�

　これからはインターンシップが各大学の課題

になります。本学は約90名の3回生を夏休み

期間中に企業へ実習に行かせました。日本は

欧米とインターンシップの時期が違いますが、

これからは自分の進みたい業種や職種を体験

してから就職活動に入ることが普通になるでし

ょう。�

　国の機関で都道府県に設置されている学生

のための就職相談所は、大阪では「大阪学生職

業センター」という名称で心斎橋にあります。

現役だけではなく、卒業後3年までの人たちの

登録を認め、斡旋してくれます。また各県のサ

ービス機関がJターン、Uターンの学生やOB

のために大都市に事務所を設けています。公

務員願書や教職願書を取り寄せてくれたり、地

元企業の紹介や親切なサービスが得られます

ので利用して下さい。�

　東大阪の中小企業の経営者が本学の卒業生

が優秀であるとして、新卒者の採用にこられます。

そこでは大企業から転職したOBが中堅技術者

として活躍しています。今、日本の製造業は海

外にシフトし、アウトソーシングで採用を控えて

いますが、自国での製造能力を失うようでは日

本の活性化はありません。�

　組織はいつの時代も若い人材を欲し、企業

は「元気で明るい」学生を求めています。就職

活動の前倒しは、入学時からの進路決定を要

求しています。良い学生生活を送った人、課業

や課外で何かひとつのことに打ちこんだ経験

を持つ人が評価されることになります。面接で

見られるのは、「人間性」です。最終的に就職

は教育の目的と一致します。一緒に働く人を求

める採用者の立場から見ると、当然のことと思

えます。�

就職センター長�

渡 辺　敏 雄 氏�
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就職情報収集に忙しい職員たち� 最新の情報が掲示されている�



学園便り!

　　保健管理センター　   161Cafe�

  ローソン　　　　学生ホール�

　　 　　　　レストラン�
　談 話 室 　　　　会 議 室�

　　紀伊國屋書店　　　校友会事務室�
　　　　　　会 議 室�

　 人間環境学部事務室  教員研究室  放送大学ルーム�
情報処理演習室  行動科学研究室  資料閲覧室�

　　文化環境共同研究室　都市環境共同研究室�
 学生共同研究室　演習室　情報処理演習室�

　　大 教 室 　  演 習 室 　  講 師 室�
　　　都市環境共同研究室�

（ファーストキッチン）�
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　5月7日(月)に地鎮祭が行われた「新産業

研究開発センター」は、文部科学省の「平成

13年度私立大学学術研究高度化推進事業(ハ

イテク・リサーチ・センター整備事業)」の

選定を受けたことに基づき現在建設が進めら

れています。選定されたプロジェクト名は「新

産業創生指向材料の開発と生産に関する研究

(研究代表者：松本弘司 工学部教授)」です。�

　当センターは、本学の傑出した研究分野で

ある材料開発分野でプロジェクトを立ち上げ

ることにより、研究開発の枠を越えて産業界

と連携し、製品の迅速な実用化や新規事業開

発に結実させるシステムを構築して産業界に

貢献することを目指します。また一方で外的

資金の獲得もその目的としています。当プロ

ジェクトは、新素材に関する技術である｢燃

焼合成法｣、｢プラズマ溶射法｣、｢イオンビー

ム蒸着法｣とその技術から得られる新規化合

物を用い、更に高機能素子を生み出すレーザ

ーアブレーションによる成膜・積層化プロセ

スを組み合わせて、半導体素子やオプトエレ

クトロニクスデバイスに関する新しい一連の

製造システムを構築することを最終目標とし

ています。このシステムをマニュアル化し、

必要な研修と実生産モデルを提案することに

より、ベンチャー企業及び中小企業での生産

過程の最適化を支援することができます。�

　この建物は、鉄筋コンクリート造り、地上

2階建、建築面積1,555㎡、延べ床面積

3,008㎡。完成予定は平成14年2月末です。�

　校友の皆様で新素材などに興味をお持ちの

方は是非ご利用ください。�

　学園創立70周年を記念して建設が進めら

れていた16号館の竣工式が、7月3日（火）

10時から同建物内にて執り行われました。

神事が1階の学生ホールにて、直会は5階の

情報処理演習室にてそれぞれ挙行されました。�

　16号館は中央キャンパスの総合体育館の

東南に位置する地下1階、地上6階、塔屋1

階建の鉄筋コンクリート造りです。キャンパ

ス全体に調和する外観を備え、エントランス

ホールが3階までの吹き抜けで内部景観にも

配慮した造りとなっています。1～3階は保

健管理センター、食堂、ブックセンター、コ

ンビニエンスストアなど学生の厚生施設とし

て利用され、4～6階は4月に開設された人

間環境学部関係の中心施設となります。また

竣工に伴い同館3階に校友会事務室が移転い

たしました。�

　また、この工事に伴い体育館の東側から

16号館北側にかけて木製デッキの通路が設

けられています。パティオからこのデッキを

通って東部キャンパスに移動することが可能

となりました。�

学園創立７０周年記念事業―１６号館竣工�

　本学と米国・カリフォルニア州立大学ポモ

ナ校（以後、カルポリポモナ）は、4月23

日（月）本館10階役員会議室において�

「MBAプログラム及びビジネスアドミニス

トレーション資格プログラムに関する協定書」

に調印しました。�

　調印式に出席したのはポモナ校からボブ・

スズキ学長、バン・ガーナNASAビジネスイ

ンキュベーション部長、コンピュータ情報工

学部の一色浩一郎博士ら7人。本学からは古

谷理事長、中山、森山両常務理事、天野学長

が出席し、OSULAの八木客員教授が通訳を

務めました。�

　スズキ学長は｢貴大学の教職員の皆さんと

話し合いを重ね、その結果満足のいく内容を

備え、更に両学が誇りにできる協定の締結に

達し得ました。この署名式の実現は誠に喜ば

しいことです。この協定を礎に、今後長期に

わたって実りある関係を維持したい｣と今回

の協定締結に寄せる期待を語られました。�

　MBAプログラム及びビジネスアドミニス

トレーション資格プログラムは、協定校のカ

ルポリポモナがAACSB（The Association 

to Advance Collegiate of Business = 

全米経営大学院認定協会）認証のMBA�

（Master of Business Administration = 

経営学修士号）プログラム及びビジネスアド

ミニストレーション資格プログラムを提供し、

受講者は日本で働きながら本場アメリカビジ

ネスの専門知識、ビジネス事情や考え方を学

び「ビジネスの分野における修士号」として

カルポリポモナの学位を取得できるというも

のです。講義は準備が整い次第、梅田サテラ

イト教室で開講される予定です。�

カリフォルニア州立大学ポモナ校と�
MBAコース開設協定に調印�

新産業研究開発センター建設着工�

　大学中央キャンパスの正門整備工事が6月

下旬から着手されました。現在の中央キャン

パス正門周りは、現地下駐車場竣工後に本館

(11号館）が建設され、同建物竣工と同時に

正門などの外構整備がなされた経緯から、歩

行者と自動車の動線に交錯する部分が生じて

おり、トラブル発生の原因にもなっています。�

また、当地下駐車場は半地下構造で、国道

170号線に面する部分の約半分が2.5m程度

の壁となっていることから、国道走行車輌か

らは、大学キャンパスが認識しづらいことと、

国道から入構する際の正門位置や入構進路が

不明確な状況であります。�

　この計画は､正門周りを整備することで歩

行者と車輌の動線を分離確保するものであり、

学生が通学する際の安全性を大幅に改善して

いくと共に、コマーシャルメッセージという

視点からも21世紀の大阪産業大学をアピー

ルできる景観を提供する予定です。予定工期

は平成13年6月～平成14年2月末日の約9

ケ月です。校友会員が来学される時はご注意

ください。�

大学中央キャンパス正門整備工事�

完成予想図（左上は夜景）�

なおらい�



若 い頃は農業に憧れていた、という谷本さん。大学進学も一時は農�

学部や薬学部を志したそうですが、ご両親の反対に合い、本学に

入学されました。技術分野で才能を発揮されている今の姿からは想像も

つかないことですが、『物を造る』という視点においては、青年時代の夢

が叶えられたといえそうです。�

　本学を卒業後、昭和47年に（株）中西製作所に入社。研究開発室に配

属されました。「当時、恩師の福留先生が中西製作所の顧問をしておられ

ました。そのご縁で、お世話になることになったのです」。�

　入社時の社員数は150人弱、同期で研究開発室に配属された大学卒

業者は谷本さんを含めて3名しかいなかったそうです。「あの頃はがむし

ゃらで、やりたいことがいっぱいありました。責任者も技術職の人ではな

かったので、好きなことをさせてもらえて、いい環境でしたね」と笑う谷

本さん。�

　昭和48年、そんな谷本さんに大きなチャンスが訪れました。東洋工業（株）

（現マツダ）の給食センターから、15,000食の洗浄と配送コーナーの機

器設計を任されたのです。1ヶ月の残業はなんと300時間にも及び、正

月休みも返上して、無事納品することができたそうです。その後は、『りん

ごの連続自動芯取り四つ割機』の開発に取り組まれ、昭和50年には管理

技術課に転属。現在でも主力商品の1つである『マルチブロー方式の消

毒保管機』を開発されました。以後、特注対応（設計）を迅速にするため

の消毒保管庫の自動設計（板金加工の

ＮＣプログラムを自動化する）システ

ムや、『マイコンフライヤー（マイコン

制御による自動点火・温度制御）』『超

高圧洗浄機』『マイコンスライサー』、

最近特許を取得したウォータータービ

ンブラシを使った自動洗浄システム『Ｎ

ＡＷβ』など、数多くの機器やシステム

開発に携わりました。そして現在は、若

き技術者たちのリーダーでありながら、

ご自身も研鑽の日々を送っているそう

です。�

「私はいつも、若い人たちに『問�

題意識を持って物事に取り

組め』と言っています。なんでやねん？

という気持ちを忘れずに、すべてのこ

とに疑問を持って失敗を恐れずにチャ

レンジ精神で行動すること。それは、

私自身の信条でもあるのです」という

谷本さん。入社29年目にも係わらず、

その前向きな姿勢は、扱い製品が

多岐に渡る厨房機器メーカーなら

ではといえるかもしれません。中

西製作所では、製品群ごとに業務

を分担しており、1人の技術者がメカ、

電気、制御、ガス、水道、レイアウト

や場合によっては建築設計まで理

解する必要があります。「設計者は

1人で幅広く仕事をこなさなけれ

ばならず、ヤル気がある人間には

本当におもしろい仕事なんですよ」

と谷本さん。基礎技術よりも応用

技術のウエイトが大きいため、言われたことだけをするのではなく、何事

も諦めずに、前向きに取り組むことが肝心なのだそうです。�

今は管理職のため、新製品の技術開発に直接携わる機会も滅多にな�

い谷本さんですが、チャンスがあれば、もう一度、「一技術者」とし

て現場に立ちたいとか。「私の夢は、生涯のうちで1つでもいいから、世

間にないものを造ることです。技術者であれば、誰もがそう思うだろうし、

若い人たちにもそう思って仕事に打ち込んでもらいたい」。部下への熱

い思いは、同じ職場で働く校友会メンバーにも、ち

ゃんと伝わっているようです。現在は谷本さんも

含めて17人の卒業生が中西製作所に勤務。技術

1部では6人が働いています。部長といえども本

学出身者同士なだけに、部下の評価も甘くなるの

では？という質問に対して、「むしろ大産大出身者

の方に厳しく接していると思います。しかし、彼ら

は皆真面目でコツコツ型が多く、たいへん頑張っ

てくれています」と語っていました。�

　いくつになっても常に失敗を恐れず、前向きに

チャレンジしていく谷本さんの姿勢が脈々と大産

大出身者に引き継がれ、いつの日か職場で、それ

ぞれの夢が叶う日を、楽しみにしています。�

中橋　弘（S43機械）�
谷本偉人（S46機械）�
山本和幸（S47交機）�
力石卓朗（S49機械）�
山口隆善（S49機械）�
後藤正道（S49機械Ⅱ）�

川端　進（S49機械Ⅱ）�
小山政則（S52機械）�
冷水定男（S52機械）�
小澤　健（S53機械）�
松中　優（S55機械）�
中佐浩造（S56機械）�

江藤康弘（S63機械）�
乾　晴行（H2交機）�
山峯一也（H5機械）�
木村隆司（H6機械）�
中尾光一（H9機械）�

グルメブームやファーストフードの低価格化、女性の社会進出の影響を受けて、�
ますます外食の機会が増えている昨今。（株）中西製作所は、厨房機器のトップメーカーとして、�
数々の高性能機器やキッチンシステムを開発・改良し、時代のニーズに的確に対応しています。�
そんな中で、本学の卒業生たち17人は、技術開発の最前線に立ち、数々の製品を世に送り出してきました。�
そこで今回は、校友会メンバーのお一人で現在、中西製作所で技術1部の�
部長として活躍されている谷本偉人さんに、お話をじっくり伺いました。�

校友の�

中西製作所の校友会メンバー�

外食産業を陰で支える、トップエンジニアたち�
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「流 れのままに、歩ん�

でいきたい」。そ

の言葉の通り、おだやかな、風

のような女性。それが、梅本

さんの第一印象でした。平成

11年に本学を卒業後、デザイ

ン会社に就職。「2回生の時に、

デザイン会社を経営する父親

の仕事を手伝うため、コンピ

ューターグラフィックス（ＣＧ）

を独学で勉強したんです。そ

れがデザインとの初めての出

会いでした」。クリエイティブ

な毎日は、何もかもが新鮮で、

梅本さんの感性を刺激する魅

力的な職業だったようです。�

　せっかく身につけたＣＧの技術を活かし、もっとこの世界のことを知り

たい。勉強したい。そう決意して、就職志望もデザイン業界に絞って活動

を開始。そして見事、経営学部出身のＣＧデザイナーが誕生したのです。「ア

イデアを出して、企業のロゴマークや社章が完成される。そのプロセスに、

何にも代え難い喜びを感じます」。何事にも深くのめり込むタイプで、興

味のあることなら尚更、突き詰めていくことが好きだ、という梅本さん。�

現 在は、（株）シディックに勤務され、商品のセールスプロモーション�

（ＳＰ）の企画から、印刷物のデザイン、イラスト、コピーライティン

グまで一人でこなし、マルチに活躍されています。「もっと勉強をして、ス

ポンサーに信頼されるデザイナーになりたいですね」。デザイナー歴2年

といえども、厳しい広告業界で鍛えられているからでし

ょうか。自然体でありながらも自らの目指す方向をしっ

かりと見つめ、探究心を忘れない芯の強さもうかがえます。

デザインは終りのない作業だけに難しい、という梅本さん。

自分が納得できて、スポンサーにも喜ばれるものに辿り

つくまで、苦労の連続なのだそう。�

　そんな、日々クリエイティブな仕事と闘って

いる梅本さんの子供の頃からの夢であり、人

生の中で絶対に譲れない、“詩人”としての横

顔に迫ってみました。�

「昔 から、何かしら創るのが大好きな子�

供でした。自分をわかってもらいたい、

自分の想いを伝えたい。その手段として、中

学生の頃から詩を書くことを始めたんです。

自分の心の中の矛盾や葛藤を、吐き出してし

ていく詩作は、自分を好きになるための手段の一つだと思いますね」。�

　ふとした瞬間に言葉が浮かぶという。机に向かって「さあ、書こう」と、

意気込むのではなく、例えば電車に乗っている時、ポコッとワンフレーズ

が出てきて、それがどんどん繋がっていく。家に着くまで忘れないように

頭の中に残しておいて、一気に書く。そして、1編の詩が生まれる。�

　そんな風にして今まで書き溜めてきた詩をセレクトし、昨年の秋、詩集『た

ゆたうもの』を上梓。「この詩集の出版は、ゼミの山川建先生が亡くなら

れたことがきっかけでした」。4回生の時、梅本さんの良き理解者として

彼女を応援してくれていた先生の恩に報いるため、出版社に自ら作品を

持ち込み、初の出版にこぎつけたのです。梅本さんの詩集は、斬新で力強

い独特の手描き文字で綴られています。「私の想いは活字ではなく、手描

きのほうが人に伝わる気がして…」。�

　詩集を出版したことで、新たな人との出会いも生まれました。思わぬ偶

然から俳人の丸山哲郎先生を紹介されたのです。丸山先生に、活字でも

詩は必ず人に伝わる、と指導された梅本さん。先生の教えに従い、作品を

活字に代えたことで、自分らしさに改めて気づいたそうです。「詩は私そ

のもの。だからやっぱり手描きじゃないとダメなんだと確信しました」。�

　いろんな人と出会い、導かれて今の私がある、と語る梅本

さん。これからも流れに逆らわず、生きていくことで、梅本さ

んの才能は、また新たな世界で輝きを放つのかもしれません。�

　今後はホームページの作成にも力を注がれるそうです。

みなさんも、未知の可能性を秘めた梅本さんの才能に、ぜ

ひ一度触れてみてください。�

自らの感性を、カタチを変えて表現する人、梅本麻耶さん。�
詩作は、心の奥底にある溢れんばかりの想いを自分の言葉で伝える。�
一方、広告はマーケティングにもとづいて、商品特性をより明確に的確にユーザーに伝える。�
詩とデザインと、全く違う表現領域でバランスを巧くとりながら、�
器用に両立させている彼女のたぐいまれな才能の源は、どこにあるのでしょうか。�
日曜日の昼下がり、梅本さんが働いているオフィスでそのヒミツに迫ってみました。�

『たゆたうもの』文芸社1,000円�

中学から今まで書き溜めていた
秀作の中から、自身がもっとも
好きだという「朝百合」ほか、18編をおさめた詩集。
表紙もご自身がデザインされました。�

新作の詩の公開やエッセイ風のコラム、
イラスト、日記など、盛りだくさんのコンテ
ンツが楽しめます。�

ホームページアドレス�

http://homepage.mac.com/maya8/

詩人として、グラフィックデザイナーとして�
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　平成１４年度大学・短期大学部の入試要項

が決定しました。募集人員は大学２，２２８人、

短大１５０人の計２，３７８人（臨時定員増含む）

となります。�

�

●平成１４年度入試の主な変更点�

　１１月入試が昨年より2週間早く実施�

　公募推薦入試�

　○文系試験科目を「国語」「英語」「選択科目」に変更�

　○調査書の取り扱いの変更�

　実業科系公募推薦入試の新設�

　公募推薦・実業科系公募推薦入試地方会

　場の変更�

　東京、金沢、福岡ー廃止�

　福井、名張、豊岡、奈良ー新設�

　技能・特技推薦入試の資格追加�

　自己推薦入試の変更�

　情報システム工学科の募集廃止�

　スポーツ推薦入試�

　人間環境学部の定員15名の増加�

　一般前期入試�

　○文系型３教科入試における選択科目数の増加�

　○文系型３教科入試もＦ・Ｓ方式の導入�

　一般前期入試地方会場の追加�

　豊岡会場を設ける�

　大学入試センター試験利用入試�

　後期日程（新設）の設定�

文化環境学科Ａ・Ｂ 39名 �
都市環境学科Ａ・Ｂ 40名 �
 �
経営学科Ａ・Ｂ 80名　　 �
流通学科Ａ・Ｂ 66名　　　 �
 �
経済学科Ａ・Ｂ 82名 �
国際経済学科Ａ・Ｂ 67名 �
 �
機械工学科（昼間） 36名 �
交通機械工学科（昼間） 48名 �
土木工学科 36名 �
電気電子工学科 35名 �
情報システム工学科Ａ 23名 �
環境デザイン学科Ａ 22名 �
情報システム工学科Ｂ 11名 �
環境デザイン学科Ｂ 10名 �
機械工学科（夜間主） 24名 �
交通機械工学科（夜間主） 40名 �
短大・自動車工業科 35名 �

文化環境学科   9名 �
都市環境学科 10名 �
経営学科 20名　　 �
流通学科 16名　　　 �
経済学科 21名 �
国際経済学科 17名 �
機械工学科(昼間)   8名 �
交通機械工学科(昼間) 10名 �
土木工学科   8名 �
電気電子工学科   8名 �
情報システム工学科A   5名 �
環境デザイン学科A   5名 �
情報システム工学科B   3名 �
環境デザイン学科B   3名 �
機械工学科(夜間主)   6名 �
交通機械工学科(夜間主)   9名 �
短大・自動車工業科 10名 �

１月8日（水）～�
　　　1月22日(火)消印有効�
1月23日(水)�
　　　窓口受付�
Ａ・1月31日（木）  �
Ｂ・Ｆ日程：2月1日（金）  �
　Ｓ日程：2月2日（土）  �
Ａ・1月30日（水）  �
Ｂ・Ｆ日程：2月1日（金）  �
　Ｓ日程：2月2日（土）  �
Ａ・1月29日（火）  �
Ｂ・Ｆ日程：2月1日（金）  �
　Ｓ日程：2月2日（土）  �
  �
  �
Ｆ日程：2月1日（金）  �
Ｓ日程：2月2日（土）  �
  �
  �
Ｆ日程：2月1日（金）  �
Ｓ日程：2月2日（土）  �

1月31日（木）  �
  �
1月30日（水）  �
本学、東京、名古屋、金沢、京都、  �
神戸、姫路、豊岡、和歌山、岡山、  �
広島、高松、福岡  �
2月9日（土）　郵送  �
2月12日（火）～  �
　　　2月27日（水）消印有効  

一 般   前 期 入 試�

試

験

日�

出 願 期 間� 出 願 期 間�

試 験 場�

�

合 格 発 表�

�
�

入 学 手 続�

�
試 験 場�

�
合 格 発 表�

�
入 学 手 続�

2月12日（火）～  �
　　  2月22日（金）消印有効  �
2月23日（土）・24日（日）�
　　　窓口受付  �

３月２日（土）  �
  �
３月３日（日）  �
  �
３月１日（金）  �
  �
�
�
３月１日（金）  �
    �
  �
�
３月３日（日）  �
  �
３月２日（土）  �

３月２日（土）  �
  �
本学 �
  �

３月８日（金）　郵送  �

３月1１日（月）～  �
　　　３月１５日（金）消印有効  

一 般   後 期 入 試�

●一般前・後期入試  日程表�

文化環境学科�
都市環境学科�
経営学科�
流通学科�
経済学科�
国際経済学科�
機械工学科（昼間コース）�
機械工学科（夜間主コース）�
交通機械工学科（昼間コース）�
交通機械工学科（夜間主コース）�
土木工学科�
電気電子工学科�
情報システム工学科�
環境デザイン学科�

自動車工業科�

人間環境学部�
�

経営学部�
�

経済学部�
�
�
�
�

工学部�
�
�
�
�

短期大学部�
�

平成１３年�
１０月１５日(月)�
　　�
１０月３１日(水)�
　　消印有効�
�
１１月１日(木)�
１１月２日(金)�
　　窓口受付�

�
本学�
福井�
名古屋�
名張�
京都�
神戸�
姫路�
豊岡�
奈良�
和歌山�
岡山�
広島�
高松�

�
�
�
�
�
�
平成１３年�
１１月１９日（月）�
�
１２月２１日（金）�
　消印有効�

�
�
�
�
�
�
�
平成１３年�
１１月１６日(金）�
　　　郵送�

�
平成１３年�
１１月８日（木）�
（Ｆ日程）�
�
１１月９日（金）�
（Ｓ日程）�
�
１１月１０日（土）�
は本学のみ�
〈機械・交機�
　（夜間）〉�
�
�
１１月８日(木)・Ａ�
１１月９日(金)・Ｂ�

34名�
35名�
66名�
55名�
67名�
55名�
30名�
21名�
40名�
32名�
30名�
29名�
30名�
28名�

84名�

学　　科� 出願期間� 試験日� 試験場�合格発表�入学手続�定  員�学　部�

●公募推薦入試　日程表�

試

験

日�

文化環境学科 �
都市環境学科 �
経営学科 �
流通学科 �
経済学科 �
国際経済学科 �
機械工学科（昼間コース） �
機械工学科（夜間主コース） �
交通機械工学科（昼間コース） �
交通機械工学科（夜間主コース） �
土木工学科 �
電気電子工学科 �
情報システム工学科 �
環境デザイン学科 �
自動車工業科 �

　　　総　合　計 �

人間環境学部�
�

経営学部�
�

経済学部�
�
�
�
�

工学部�
�
�
�

短期大学部�

１５０名�
１５０名�
２７５名�
２３５名�
２９０名�
２５０名�
１０８名�
８０名�
１３５名�
１２３名�
１０８名�
１０８名�
１０８名�
１０８名�
１５０名�

２，３７８名�

学　　科� 定　員�学　部�

●平成１４年度  学科別入学定員�

大 学・短 期 大 学 部 　 平 成１４年 度 入 学 試 験 要 項�

●海外現地入試�
◎外国人留学生一般編入学試験（台湾）�

 7月28日�

◎外国人留学生一般入学試験（中国・米国）�

 9月28日 中国（上海）�

 9月30日 中国（済南）（フーホハオト）�

  米国（ロサンゼルス）�

  山口県長門高校�

 10月2日 中国（長春）�

◎外国人留学生一般編入学３年次入学試験�

（中国・韓国・米国）�

 9月28日 中国（上海）�

 9月30日 中国（済南）�

  韓国（ソウル）�

  米国（ロサンゼルス）�

 10月2日 中国（長春）�

●その他の入試�
◎実業科系公募推薦入試�

　11/8（木）～11/10（土）�

◎スポーツ推薦入試�

　11/8（木）�

◎ウォッチ＆スピーチ入試/インターネット

　入試�

　11/9（金）�

◎自己推薦入試／ディベート入試／帰国生

徒入試／社会人入試／外国人留学生入試�

　11/10（土）�
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■お問合わせ先�
　大阪産業大学入試センター�
　Tel: 072-875-3001（代）�



卒業生とは： 大阪産業大学、同短期大学部およびその前身校の卒業生�
子女とは： 子または兄弟姉妹�

平成14年度も「卒業生子女特別入学試験」と「卒業生子女の入学検定料免除」を実施することになりました。�
これらの制度を大いに活用され、多数の子女が受験されることを願っております。�

◆平成14年度 卒業生子女特別入学試験の概要�

◆卒業生子女の入学検定料免除の概要�

●校友会からの特典●�

募 集 定 員�

出 願 資 格�

 学　部 学　科  定　員　　 �

 
人間環境学部

 文化環境学科 2名�

  都市環境学科 2名�

 
経営学部

 経営学科 5名 
20名

�

  流通学科 5名�

 
経済学部

 経済学科 3名�

  国際経済学科 3名�

次の各項に該当する者�
（１） 本学への入学を特に希望する者�
（２） 本学の卒業生の子女（子女とは、子または兄弟姉妹）�
（３） 高等学校を平成14年3月卒業見込みの者�
（４） 高等学校調査書の全体の評定平均値が「3.2」以上の者�
（５） 本学専願者に限る�

出 願 書 類�

（１） 入学願書一式�
（２） 調査書�
（３） 本学卒業生と志願者の「続柄」を証明する書類�
　　（住民票等、公的機関が発行したものに限る）�
（４） 本学卒業生の卒業証明書�

合 格 発 表�

平成13年11月16日（金）に合否通知を速達郵便で発送します。�

入 学 手 続 期 間�

平成13年11月19日（月）～12月14日（金）［消印有効］�

出 願 方 法�

試 験 日 ・ 選 考 方 法 ・ 試 験 会 場�

◎試 験 日／平成13年11月10日（土）�

◎集合時間／11：00

選考方法�

小論文�

面　接�

配点�

100点�

100点�

総合点�

200点�

時間�

11：30～12：30�

13：40～�

試験会場�

本学�

（１） 出願期間�
　　【郵送受付】�
　　　平成１３年１０月１５日（月）～２５日（木）［消印有効］�
　　【窓口受付】�
　　　平成１３年１０月２６日（金）～２７日（土）�
　　　１０：００～１７：００�
（２） 出願先／〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1�
　　　　　　　大阪産業大学入試センター�
（３） 入学検定料／［大学］35,000円�
　　（大阪産業大学校友会正会員子女の入学検定料免除規定は�
　　 適用されません）。�

　「卒業生子女の入学検定料免除」の制度が今年度も実施されます
のでご活用ください。ただし「卒業生子女特別入学試験」の受験者に
は適用されません。�
�
■受験料免除対象者…本学卒業生の子女�
■免除される受験料�
　◎大学入試センター試験の利用入学試験（20,000円）�
　◎ 大学の入学試験（35,000円）�
　◎ 短期大学部の入学試験（30,000円）�
■受験料の免除を対象とする入学試験�
　大阪産業大学および同短期大学部の入学試験。ただし、大学院
入試、編入学入試および併設高校（大阪産業大学附属高校、大阪桐
蔭高校）からの特別推薦入学試験および卒業生子女特別入学試験
は除く。�
■手続き方法�
　受験料免除を希望するものは入学検定料免除申請書（校友会事
務室に請求し、会長の承認を得る。発行は年度に一枚限り）を入学
願書に添付する。�

「卒業生子女特別入学試験」入学検定料の還付について�
　入学試験の合否を問わず、入学検定料(35,000円)を該当
年度の入学試験終了後（平成14年4月1日以降）保護者に還
付いたします。�
�
「入学お祝い金」の申請について�
　「卒業生子女特別入学試験」合格者で大阪産業大学に入学
した子女の保護者に入学お祝い金（100,000円）をお贈り
いたします。�
※該当される方は校友会事務室までご連絡ください。�

�
■お問合わせ先■�
　〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1�
　大阪産業大学校友会事務室（担当：福田）�
　Tel:0120-84-3040/Fax:072-875-0398

平成12年度入学試験より適用�
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　支部設立からはや2年。支部会員39名の参

加を得て、第3回大阪泉州支部総会を無事開

催することができました。来賓の方々や会員が

見守る中、粛々と議事が進行していきました。

あらたまった雰囲気の総会の後は、打って変わ

って和やかな懇親会の始まりです。久しぶりの

顔を見つけては、あちらこちらで歓声が上がり、

会場は終始笑い声でつつまれました。会員に

とっては旧交を温め合う、またとない機会とな

ったようです。�

　昨年度は支部会員の親睦を深める活動として、

田尻漁港での漁業体験とバーベキュー、グロワ

ールゴルフ倶楽部でのゴルフ大会がありました。

参加者は全員、大いに楽しみました。�

　平成13年度の活動は、加藤豊（S43経営）

支部長をはじめ役員一同が、多彩なイベントを

企画中です。支部会員とそのご家族のみなさん、

また他支部の方々にもご参加いただけるよう

頑張って企画しておりますので、どしどしご参

加ください。�

　当支部は、大阪府南西部の11市5町から成り、

会員数3,700名が在住する地域です。より多

くの皆さまの支部活動へのご参加をお願い申

し上げます。　　　　　　　（幹事　國下憲男）�

リーガロイヤルホテル堺で開催�

大 阪 泉 州 支 部�

　昨年設立された大阪市支部の第2回総会には、

ご来賓を含め46名が出席。活動報告と会計報告、

支部会則の一部改正、支部ホームページ開設

などの議題が審議承認されました。特に、大阪

市支部のホームページ開設について承認され

たことは、今後の支部活動にとって重要な課題

をクリアしたというところでしょうか。何といっ

ても、ホームページを活用しての活動資金の

確保と連絡手段の確立は、支部運営にとって根

幹にかかわる問題です。�

　今日、仕事とプライベートに携帯電話やパソ

コンを使ってのメールのやり取りは普通のこと

になりつつあります。支部でも今後、ホームペ

ージやメールを会員との連絡手段として積極

的に活用したいと思います。�

　また、懇親会では在学生との交流を計るとい

う目的で、現役の学生による発表会という設定で、

文化会の落語研究会と軽音楽部に出演をお願

いしました。初めての試みでしたが、会場は大

いに盛り上がりました。このような機会を通じ

て学生との懇親の場を持ちながら、今後の支

部活動に活かしていきたいと思います。�

大阪第一ホテルにて開催�

大 阪 市 支 部�

　本部より福井副会長、清水代議員をお迎えし、

会員14名の参加を得て第7回長崎県支部総

会を開催しました。諸般の事情により、前回の

支部総会から4年ぶりの開催となりましたが、

久しぶりに再会する会員の顔は少しも変わって

いませんでした。�

　今回は特筆すべきことが2つありました。ひ

とつは平成2年卒の荒木君が出席してくれた

ことです。高年齢化が進んでいる当支部に、若

い風が入ってきてくれて、一同大変喜んでおり

ます。これからも若い人達がどんどん出席して

くれることを期待します。もう一つは前支部長

の吉野由喜男さんが、大学からの支部会員名

簿を元にして、会員の再調査を行ってくれたこ

とです。総会の案内に対して何の返答もない

会員を対象に調査を行った結果、離島をかかえ

る長崎県ならではの回答がいくつか寄せられ

ました。またすでに所在不明になっている会員

もあり、時の流れを感じさせられました。この

調査結果を今後の支部活動に生かしていきた

いと思います。�

　総会後、同ホテルで懇親会を行いました。4

年ぶりとあって、いろいろな話で盛り上がりま

した。新人の荒木君は若手1人でみんなの席

を回り、顔を真っ赤にして頑張っておりました。

これからの活躍が楽しみです。最後に全員で

校歌を歌い、来年の6月第2土曜日の再会を約

束して閉会しました。ちなみに2次会はグラマ

ーなダンサーを鑑賞しながら、さらに盛り上が

りました。　　　　　　　（支部長　平尾武次）�

長崎ワシントンホテルにて開催�

長 崎 県 支 部�

　第8回総会には、校友65名が参加し、本部か

らは高見副会長ご夫妻にご出席いただきました。

今年度の総会で、女性会員で紅一点のご参加

となった梶麻衣子さん（H8土木・H10院土木）

のご感想を紹介させていただきます。�

　「結婚を機に姫路にやって来て1年2ヶ月。

総会に参加したら地元の方々と知り合えるんじ

ゃないだろうかと思い、数日悩んだ末、参加の

はがきを送らせていただきました。『本当に参

加して良かったんだろうか』と会場の入口に到

着してもまだ躊躇していましたが、会場内に入

ると役員の方々はもちろん、参加されていた会

員のみなさん全員に温かく迎えていただきま

した。そしてそこで初めて、今まで女性会員が

参加されていなかったということを知りました。

大産大出身というつながりで、普段なら知り合

う機会もない方々と、これほど多くの交流が持

てたことを大変うれしく思います。卒業年度も

学科も異なる方々と、楽しい会話やビンゴゲーム、

クジ引き大会で盛り上がり、楽しい時間を過ご

すことができました。（ただしクジ引き大会で

何も当たらなかったのだけは、未だに心残りで

すが!?）あの時、参加のはがきを出しておいて

良かったと今では思っています。出身が西支部

地区でない方や、最近卒業された若い方、子育

てに忙しい方も、年に1度の総会ですので、来

年は是非参加してみてください。きっと参加し

て良かったと思われるはずです。」�

（副支部長　阿比野　剛）�

姫路キャッスルホテルにて開催�

兵 庫 県 西 支 部�
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　今後の支部活動として、親子親善ボーリング

大会や11月に開催される大学祭への参加を

企画しております。　　（副支部長　岡　　護）�

　第5回支部総会を来賓3名をお迎えし、新都

ホテルにて開催しました。今回は講演会に人間

環境学部長中野廣先生、余興に落語家笑福亭

喬若さんを迎えて、なごやかな雰囲気の中執り

行うことができました。特に講演会では「人間

関係と環境」と言うテーマで、私たちが日頃見

失いがちなことを中心に、これから先どのよう

な行動を取るべきかといったことに関して示

唆に富むお話をしていただき、大変参考になり

ました。�

　校友同士が横のつながりを持ち、お互いに情

報を交換する場としての支部総会が持てたら、

と思っております。しかし、それには大きな悩

みがあります。会員の支部総会出席率のこと

です。横のつながりを広げたいと思えば、大勢

の会員の出席がどうしても必要になります。諸

先輩方は幅広く活躍されております。また、大

勢の各業界の実力者も居られます。特に若い

会員の方々には、これらの先輩を捕まえて利用

して欲しいのです。そんな目的で次回から出

席されてはいかがでしょうか。校友同士と言う

事で、日頃はお近づきになれない方々とも何

の遠慮もなしに話が出来ます。校友会では遠

慮してもらっては困るのです。校友会本部から

人的、金銭的に多大な援助を受けております。

会費も割安ですので、是非ご出席をお願い致し

ます。　　　　　　（副支部長　白藤　中生）�

　今年は、瀬戸内海と瀬戸大橋が一望できる

宇多津駅前の「ホテルサンルート瀬戸大橋」に

て第12回香川県支部総会を開催しました。本

部から加門副会長、今村幹事を来賓としてお迎

えし、支部会員は30名の出席がありました。�

　長田支部長の挨拶の後、加門副会長より大

学および校友会活動の近況報告をいただきま

した。毎年毎年のめまぐるしい変化に、支部会

員一同、驚きをもって聞き入りました。また役

員改選では、前事務局長の梅木氏を相談役に

選出、承認されました。その後引き続き会員紹介、

写真撮影が行われ、総会の議事は全て無事に

終了しました。�

　懇親会は、今村幹事の乾杯で幕を開けました。

学生時代の思い出話を肴にコップのビールが

すぐに空になる会員や、芸達者で場を盛り上げ

てくれる会員など多彩な顔ぶれで、会場はまさ

に談笑の渦。「音戸の瀬戸」とはうって変わっ

て「嵐」のような盛り上がりでした。今年は「イ

ントロクイズ」を取り入れ、趣向を変えてみまし

たが、みなさん満足された様子でした。�

　今回は初参加の会員、平成年度卒業の若手

会員の参加者が共に増加し、幅広い世代が集う

会となりました。香川県支部30年の歴史の流

れを感じる有意義な時間を過ごすことができ

たと思います。最後に梅木相談役の一声で締

めくくり、無事閉宴となりました。�

　毎年、時間の延長が恒例となっていますが、

今年も終わってみると外はすでに薄暗く、秋の

夕焼け空を眺めながら、それぞれの帰路につ

きました。　　　　　（事務局　前川　宗正）�

新都ホテルにて開催�

京 都 府 支 部�

　花博記念公園鶴見緑地キャンプ場にて開催

された北河内支部総会も、第19回目となりま

した。今年も行楽日和に恵まれて、校友会員お

よびご家族、総勢40名のご参加をいただきま

した。�

　総会では会計報告と役員改選を行い、次回

からは新たな顔ぶれの役員がお世話させてい

ただくことになりました。新役員は、支部長が

津曲逸雄（S49交機Ⅱ・新任）、副支部長が松

本真樹夫（S43経営・新任）、大木勝博（S44

経営・留任）、福井義員（S52土木・留任）です。

どうぞよろしくお願い致します。�

　総会後は毎年恒例の「バーベキュー」。奥様

方のおいしい手料理をご馳走になりました。小

さいお子様達は「スイカ割り」や「かき氷作り」

を楽しんでいました。�

　豊かな自然に囲まれて、校友会とご家族の皆

様の親睦を深める楽しい一時となりました。今

後もたくさんの皆様のご参加を心よりお待ち

しております。　　　　（前支部長　金井　章）�

鶴見緑地キャンプ場にて開催�

大 阪 北 河 内 支 部�

ホテルサンルート瀬戸大橋で開催�

香 川 県 支 部�

　梅雨空のあいにくのお天気でしたが、校友会

本部より藤野参与、美内副会長、清水代議員に

来賓としてご出席いただき、支部よりの出席者

14名で愛媛県支部総会を開催しました。�

　藤野参与からは、大学設置当初の思い出話

をうかがい、美内副会長からは校友会の現在の

課題をお話しいただきました。また清水代議

員からは「校友会員子女の入学試験特典制度」

の説明がありました。�

　続いて支部の活動報告および会計報告の後、

規約改正の提案があり、役員任期を2年から3

年とし、校友会本部と同様に平成14年度に改

選することを満場一致で可決しました。これに

より本年度予定されていた役員改選は、来年度

に持ち越されました。また、新たに幹事を設置

することとし、徳永善次氏、岡本国和氏が選出

されました。幹事長には現在の渡辺計氏が留

任することになりました。�

　総会に続いて、懇親会がもたれました。今回

は「四国サミット」と題して高知県から2名、香

川県、徳島県から各1名ずつ計4名が合流し、

四国地区全体での校友会活動に関する話で盛

り上がりました。和やかな雰囲気の中、話もは

ずみ、すばらしい懇親会となりました。�

　会員各位には、この活力を各方面で発揮して

いただき、また来年、元気な姿で再会したいも

のです。　　　　　　（支部長　能智　正雄）�

東京第一ホテル松山にて開催�

愛 媛 県 支 部�
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鉄道研究部創立35周年記念行事�

機関誌〈いこま〉に乾杯!　　　�

　去る２月１１日、１４号館１０階に集う懐かしの顔

と顔。すっかり見違えたなつかしの母校で、一

同しばらくぶりの再会に話も弾みかけたその

矢先、会場の照明が突如として消え、中島みゆ

きの〈地上の星〉が流れ始める。そして会場内

にこの日のために特設された、JR線ならぬ“鉄

研２０世紀本線”上を、特急〈雷鳥〉〈あかつき〉〈ト

ワイライト・エクスプレス〉そして〈白鳥〉がヘ

ッドライトを輝かせて一斉に走り始める。�

　「本日はこの３５周年記念列車にご乗車あり

がとうございます。昭和４０年、定刻に発車しま

したこの列車は２０世紀本線を無事に走り抜け、

只今２１世紀本線に進みました。この列車は皆

さんの“絆”で編成されております。そして列

車種別は急行（旧交）、本日ご乗車のOBの皆さ

んで温めて下さい…」�

　２５周年、３０周年と貸切列車を仕立ててきた

鉄研の記念行事でしたが、今回はお金をかけず、

思い出に残る手作りイベントを、というコンセ

プトのもとに、スタッフがおのおの手弁当で走

り回ってくれました。それでもやっぱり鉄研の

主役は何と言っても列車！少しばかり小さめの

特急列車に活躍してもらうことになりました。�

　「機関誌“いこま”こそが、３０余年に渡る鉄研

の歴史の生き証人であり、伝統そのものであり

ます！」という先輩の挨拶に、我意を得たりと思

ってしまうアナログ世代の私ですが、

デジタル世代の若いOBと一緒に“い

こま”に乾杯！�

　そして、３５周年記念列車は、少々

メートルの上がった乗客のために、

やや遅れを出しながらも無事に終着

駅のホームへ到着。５０数名の乗客を

降ろした後、再びエンドレスのレール上を走り

はじめました。赤いテールライトの帯を残して…。�

　最後になりましたが、今回大変お世話になり

ました大学、校友会、文化会茶道華道部の皆様、

他各位にこの場をお借りいたしまして、御礼申

し上げます。�

鉄道研究部ＯＢ会会長　植野順彦（Ｓ５６経営）�

学生が社長、教官が取締役�
学内にベンチャー企業３社設立�

　「ベンチャーマインドを持った人材の育成」

と「産学連携」を２１世紀の教育方針の柱に据

えた本学に、このほどベンチャー企業３社が設

立されました。�

　「オーエスユー・デジタルメディアファクトリー」

は音楽ＣＤやウェブサイト、教育用デジタルコン

テンツの制作販売を手掛ける会社で、社長は

大学院経済学研究科博士後期課程１年生の山

崎功詔さん。事業内容は取締役でもある高増

明教授のゼミでの研究を発展させたものです。�

　「オーエスユーテクノロジー」は工学部情報

システム工学科４年生の大橋江利架さんを社

長に、取締役の前川佳徳教授とその研究室に

所属する大学院生・４年生で組織。地元大阪府

東部の中小企業の技術情報をネットワーク化

し国内外に発信するほか、ＩＴ化のコンサルティ

ングなどで中小企業をサポートします。�

　また、中村康範工学部教授らが役員を務め

る「ロバストエンジニアリング」は、企業からの

委託研究をきっかけに設立。モノづくりにかか

わる総合的な技術開発やコンサルティングを

展開しています。�

工学部の川井五作講師�
日本大学から�
「博士（工学）」の�
学位授与�

　工学部機械工学科の

川井五作講師は、平成

１３年３月１２日付けで、

日本大学から「博士（工学）」の学位を授与さ

れました。同講師の研究をまとめた論文「アル

ミニウム合金管と鋼管の摩擦圧接に関する研究」

が所定の審査、試験に合格したものです。�

　川井講師は昭和４９年３月大阪産業大学工学

部を卒業、昭和４９年４月大阪産業大学工学部技

術員として着任、平成５年１０月助手、平成９年４

月講師に就任されました。日本機械学会、軽金

属学会、高温学会などに所属されています。�

第１２回校友会親睦ゴルフ大会�
過去最高４７名出席、�
横浜・岡山の遠方からも�
 優勝 才原 篤さん（Ｓ４６短自・Ｓ５１機械Ⅱ）�

�

�

�

�

�

�

　校友会親睦ゴルフ大会は、９月１１日（火）昨

年と同じ兵庫県の「アークよかわゴルフ倶楽部」

で開催されました。�

　前日は台風１５号の影響で、雨が降り続き、開

催すら心配されましたが、日頃の行いが功を奏

してか近畿への直撃を免れ、朝には雨も止み

ました。ゴルフ場は水はけも良くプレーには全

く問題なし。厳しい残暑もなく、むしろ良好な

コンディションでした。�

　参加者は過去最高の４７名。学園

から古谷理事長、中山常務理事、大

学から荻野学長補佐をはじめ諸先

生方にご参加いただきました。校友

会員は常連組・久方ぶり・初参加の方々

に加え、オープン参加で先生・会員

の奥様方４名が会に花を添えてくださいました。�

　優勝は才原篤さんで、過去３年連続の初参加

者優勝を阻止されました。１０位までの成績は

表の通りです。ベストグロスは３７・３８＝７５　３

オーバーの坂本悟さん（Ｓ５８土木）。１００以下

が４７名中２４名とハイレベルなスコアでした。�

　ラウンド終了後の懇親会では、久方ぶりに会

った懐かしい恩師・同窓生・同期生と楽しく語らい、

賞品を手に手に、

来年の再会を約

束しながら中締

めとなりました。�

 1 才原　篤�
 2 高岡省二�
 3 青木康充�
 4 山元哲朗�
 5 井上静也�
 6 川端武男�
 7 倉島鷹治�
 8 坂本　悟�
 9 黒厚子正和�
 10 戸谷裕之�

104�
91�

101�
88�
86�
83�
88�
75�
98�
83

33.6�
19.2�
28.8�
15.6�
13.2�
9.6�

14.4�
1.2�

24.0�
8.4

70.4�
71.8�
72.2�
72.4�
72.8�
73.4�
73.6�
73.8�
74.0�
74.6

左から会長、高岡、才原、青木の各氏�

順位� 氏名� グロス� HC ネット�

「オーエスユーテクノロジー」 社長 大橋江利架さん�
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EVラリー昨年

に続きクラス3
位！！�

　平成13年7月8日、京都市武道センターで行われた関

西学生柔道体重別団体優勝大会において、本学柔道部は

第3位の成績を収めました。21校300名が参加したこの

大会で、本学は大商大、大経大、立命館大を下して堂々の

3位。これにより11月3、4日に開かれる全日本学生柔道

体重別団体優勝大会に出場が決定しました。�

柔 道 部�

関西大会3位、全日本大会へ�

　平成13年6月10日に追手門大学で23校150名が参

加して行われた大阪学生剣道新人大会（1、2回生のみ）に

本学から5名が出場。団体戦では大経大、大教大、大経法

大を下したものの、近畿大に敗れ惜しくも2位となりました。�

　また個人戦では森雅彦選手（短期大学部2回生）がベス

ト16に入りました。�

剣 道 部�

新人大会、惜しくも準優勝�

　平成13年6月3日に大阪商業大学体育館で40校、

436名を集めて関西学生大会が開催されました。自由組

演武男子初段の部において本学の東谷・河津組が最優秀

賞（第1位）を、同2段の部では塩見・内垣組が優秀賞（第2位）

をそれぞれ獲得し、竹内・薮田組も決勝進出を決めました。

また3段の部でも近藤・本田組が決勝進出を決めています。�

少 林 寺 拳 法 部�

大健闘の関西学生大会�

　平成13年6月17日、吹田市立武道館（洗心館）で20校

89名が参加して行われた第2回西日本学生個人選手権大

会で栗田裕也選手（工学部4回生）がベスト16に入りました。�

　また同選手は7月8日に開催された全日本拳法総合選

手権大会（予選）においてもベスト16に入り、9月に行わ

れる本大会への出場権を獲得しています。�

日 本 拳 法 部�

全日本大会出場権獲得!

　平成13年5月7日、日本アマチュア無線連盟より無線研

究部に表彰状と副賞が贈られました。これは無線部のメイ

ンイベントである関西VHFコンテストにおいて、昨年の秋

季コンテストで第1位の成績を収めたことに対するものです。�

無 線 研 究 部�

連盟より表彰される�
　平成13年6月11日～22日、大東郵便局で開かれたポス

トカード展に本学美術部から22点の作品が出展されました。�

　作品を通して普段あまり交流のなかった大東市民と接す

ることができ、同部にとって大きな意義があったと思われます。�

美 術 部�

市民との交流も―ポストカード展�

　平成13年3月29日～30日、太平洋クラブ六甲コース

で開催された関西学生男子春季2・3部校リーグ戦において、

参加12校中6位となり、念願の2部昇格を果たしました。�

ゴ ル フ 部�

念願の2部昇格�

　平成13年2月11日、本学14号館ラウンジにおいて、

部員14名、OB49名が出席して盛大に行われました。�

　式典のあとは茶道・華道部のお点前が華を添える会場で、

創刊号からの機関誌の展示や、鉄道模型の運転、ゲーム

大会が行われるなど、現役とOBの親睦の場となり、あら

ためて35年の歴史に思いを馳せました。�

鉄 道 研 究 部�

創部35周年記念行事開催�

　軽音楽部夏期合宿を9月20日から1週間の予定で長野

県志賀高原「ホテルやまうち」で行いました。軽音OBの

みなさん、大学祭のライブハウスで日頃の練習成果を見

てください。部員一同お待ちしています。�

軽 音 楽 部�

軽音楽部夏期合宿2001

世界大会と�
ドリームカップ�
鈴鹿で�

　２００１年８月２５日から２６日

の２日間、金比羅さんで有名

な香川県琴平町でEVラリー

が開催されました。競技は短

距離１９㎞から長距離９０㎞ま

で総走行距離３００㎞以上を、

自分たちの競技車の能力に

あわせて走らせ、獲得ポイントを加算していきます。�

　2日間で充電と走行（放電）を繰り返し、車のギリギリの性能を引き出さなけ

ればならないので、エネルギーのコントロールがとても難しい競技となります。

一般公道を走行するため、予定していた時間までに充電場所に到着できなけ

れば、その日の残りの走行は難しく上位入賞は非常に困難になります。�

　我々のチームは1日目はほぼ予定通りに走行できましたが、2日目は突然の

バッテリートラブルで雨の中のバッテリー交換を余儀なくされ、充電時間がどん

どん削られてしまいました。しかし、チーム全員のがんばりや香川県支部の皆

見様（琴参整備自動車kk）や梅木様（校友会幹事）の応援のお陰でクラス3位と

いう結果となりました。琴平の皆様、本当にありがとうございました。�

（才原　篤）�
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　マレーシア・クアラルンプールにて6月8日～13日に開催された「ワールド・

ソーラーカーチャンピオンシップ2001マレーシア」で、本学の「OSU Model 

S」が見事優勝を果たしました。レースには世界6カ国から大学・企業など19

チームがエントリーし、優勝杯をめぐって3会場3日間にわたり、のべ17時間の

走行距離を競いました。Model Sは平均時速58㎞で985㎞を走破し大学ク

ラス、総合クラスともに制覇。ワールド・ソーラー・カップを獲得しました。レー

ス以外にも、台湾や地元マレーシアの大学への技術指導を通して国際交流に

努めた大産大チーム。「3年後の世界大会という新たな目標に向かって活動を

続けたい」とプロジェクト代表の藤田久和講師（短大）は熱く語ってくれました。�

　さらに7月27

日～29日に鈴鹿

サーキットで行わ

れた「DREAM 

CUP ソーラーカ

ーレ ー ス 鈴 鹿

2001」でも昨

年の雪辱を果たし、

見事3度目の優

勝を飾りました。�

むかって右から皆見さん、関社長（琴参整備自動車KK）�



お 悔 や み�
田中敏文氏（S50土木） 平成8年6月4日ご逝去�

井場崎猛氏（S48土木） 平成10年ご逝去�

板村　隆氏（S46経営） 平成11年10月31日ご逝去�

平川幹夫氏（S37交短運） 平成12年10月17日ご逝去�

八木（鈴木）克己氏（S51短自） 平成12年12月21日ご逝去�

宗　康右氏（S44交機） 平成13年1月25日ご逝去�

中谷　弘氏（S28交短運） 平成13年2月20日ご逝去�

曽根康弘氏（S47短自） 平成13年3月1日ご逝去�

灘本　寛氏（S45経営） 平成13年3月3日ご逝去�

井上正式氏（S46機械） 平成13年6月15日ご逝去�

成田　勲氏（H7短自） 平成13年6月17日ご逝去�

　本定美氏（S33交短運） 平成13年8月2日ご逝去�

西崎雅彦氏（S60土木） 平成13年8月11日ご逝去�

平成13年度�

日 時�

平成１３年１１月１１日（日）１２：００～�

会 費�

正会員  5,000円�
ご家族  2,000円（中学生以上）�

場 所�
ザ･リッツ･カールトン大阪�
（JR大阪駅より徒歩約5分）�

●平成13年3月卒業生は無料�

〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-5�
　06-6343-7000 　06-6343-7001

●平成13年�
2月�

 9日（金） 30周年記念誌担当部会（校友会事務室）�

 17日（土） 第47回代議員会（東洋ホテル）�

 21日（水） 編集部会（校友会事務室）�

 25日（日） 台湾校友会総会（高雄市レストラン海首都）�

3月�

 2日（金） 30周年記念誌担当部会（校友会事務室）�

 15日（木） 会報60号発行�

 20日（祝） 福井県支部総会（福井駅ビル3階）�

 21日（水） 平成12年度卒業式�

  卒業生に記念品贈呈�

 21日（水） 30周年記念誌発行�

 24日（土） 幹事会（梅田サテライト）�

4月�

 1日（日） 大阪泉州支部総会�

  （リーガロイヤルホテル堺）�

 4日（水） 平成13年度入学式�

  新入生に記念品贈呈�

 17日（火） 平成12年度会計監査�

  （校友会事務室）�

 21日（土） 幹事会（みさき研修センター）�

5月�

 25日（金） 支部推進部会（校友会事務室）�

 31日（木） 編集部会（校友会事務室）�

6月�

 8日（金） 相談役・顧問・参与との懇談会�

  （南海サウスタワーホテル）�

 9日（土） 長崎県支部総会�

  （長崎ワシントンホテル）�

 23日（土） 幹事会（梅田サテライト）�

 24日（日） 兵庫県西支部総会�

  （姫路キャッスルホテル）�

7月�

 8日（日） 大阪市支部総会（大阪第一ホテル）�

 14日（土） 愛媛県支部総会（松山東京第一ホテル）�

 28日（土） 30周年記念事業実行委員会�

  （大学会議室）�

 28日（土） 幹事会（大学会議室）�

8月�

 3日（金） 学園・大学との懇談会�

  （南海サウスタワーホテル）�

 21日（火） 編集部会（校友会事務室）�

9月�

 1日（土） 将来事業検討委員会（校友会事務室）�

 8日（土） 京都府支部総会（新都ホテル）�

 9日（日） 香川県支部総会�

  （ホテルサンルート瀬戸大橋）�

 9日（日） 大阪北河内支部総会（鶴見緑地）�

 11日（火） 第12回校友会親睦ゴルフ大会�

  （アークよかわゴルフ倶楽部）�

 14日（金） 大分県支部総会�

  （ホテルサンバリューアネックス）�

 16日（日） 埼玉県支部総会（長瀞ライン下り）�

校 友 会 活 動 報 告 �校 友 会 活 動 報 告 �
（H13.2.1～9.16）�

以下の方々がお亡くなりになっております。心からご冥福をお祈りいたします。�

　校友会事務室は8月3日、15年間住み慣れ

た本館（11号館）8階から、学園創立70周年

記念として7月3日に竣工した16号館（表紙・

写真）3階へ移転しました。5ページの「学園

だより」に詳しく紹介していますが、16号館は

中央キャンパス体育館の東南側（旧グラウンド）

に位置する6階建ての校舎です。1階に「ファ

ーストキッチン」とコンビニ「ローソン」、2階

にはレストラン、3階にブックセンター「紀伊國

屋書店」が入り、学生の福利厚生を充実させた

最新の施設が揃っています。卒業生のみなさ

んは、在学された年代によって異なるとは思い

ますが、母校の変貌ぶりにきっと驚かれること

でしょう。是非一度お立ち寄りください。�

16号館3階へ�
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お知らせの�
ページ�
お知らせの�
ページ�

元学長・元工学部教授�
●桑原道義氏�
平成１３年８月２１日ご逝去（享年７７歳）�
昭和６２年４月　工学部教授就任�
昭和６２年１０月～平成５年１０月　学長�
平成６年４月～平成９年３月　法人相談役�
元経営学部教授・名誉教授�
●中瀬寿一氏�
平成１３年８月２６日ご逝去（享年７３歳）�
昭和４１年４月　経営学部専任講師就任�
昭和４５年４月～平成１０年３月　教授。図書館長、�
経営学部長歴任�
平成１０年７月　名誉教授�
元教養部教授�
●小林正光氏�
平成１３年４月２８日ご逝去（享年８６歳）�
昭和５４年４月～５８年３月　教授。図書館長歴任�

福引きの豪華
景品を用意してお
りますので、たくさん
の校友のご参加をお
待ち申し上げて
おります。�

●
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決 算 額 � 予 算 額 �
�前 期 繰 越 金 �

校 友 会 費 �
会 費 収 入 �
雑 収 入 �
合 計 �

決 算 額 � 予 算 額 �

収入の部�

（自：平成12年4月1日～至：平成13年3月31日）�

●一般会計�

支出の部�

20,466,470�
97,590,000�

31,500�
83,045�

118,171,015

0�
93,000,000�

45,000�
50,000�

93,095,000

8,600,000�
840,000�
814,000�

17,580,000�
100,000�

8,690,000�
400,000�
400,000�

4,054,000�
6,020,000�

10,590,000�
500,000�

2,900,000�
650,000�
630,000�
180,000�

3,900,000�
6,247,000

73,095,000

0�
20,000,000�

0�
93,095,000

7,922,929�
801,661�
729,586�

14,798,965�
78,750�

7,219,946�
400,000�
380,776�

3,518,567�
4,933,400�

10,060,000�
500,000�

2,284,860�
511,376�
606,644�
114,469�

3,900,000�
3,617,755

62,379,684

20,466,470�
20,000,000�
15,324,861�

118,171,015

（単位：円）�

決 算 額 � 予 算 額 �
�前 期 繰 越 金 �

受 取 金 利 �
１１年度一般会計剰余金繰入�
１２年度一般会計より繰入�
合 計 �

収入の部�

●特別会計（財政安定化基金）�

312,454,753�
1,361,131�

20,466,470�
20,000,000�

354,282,354

312,448,668�
1,240,000�

10,000,000�
20,000,000�

343,688,668

（単位：円）�

決 算 額 � 予 算 額 �
財政安定化基金から繰入�
会 費 収 入�
御 祝 儀�
協賛金（合同同窓会パーティ）�
協賛金（御堂筋パレード）�
預 金 利 息�

合 計�

収入の部�

●特別会計（校友会設立30周年記念事業）�

55,000,000�
1,470,000�
763,000�

3,500,000�
5,000,000�

9,501�

65,742,501

55,000,000�
1,500,000�

0�
3,500,000�
5,000,000�

0�

65,000,000

決 算 額 � 予 算 額 �
記 念 式 典�
記 念 講 演 会�
祝 賀 パ ー ティ�
記 念 誌�
記 念 広 場�
御堂筋パレード�
支部へ特別助成�
会 議 費�
広 告�
予 備 費�

小 計�

次 年 度 繰 越 金�

合 計�

2,924,656�
1,575,000�

21,289,746�
8,793,595�
5,000,000�

10,762,651�
2,312,320�
1,615,349�
5,000,000�

0�

59,273,317�

6,469,184�

65,742,501

2,000,000�
1,600,000�

20,000,000�
13,000,000�
5,000,000�

10,000,000�
4,000,000�
1,000,000�
5,000,000�
3,400,000�

65,000,000�

0�

65,000,000

（単位：円）�

決 算 額 � 予 算 額 �

支出の部�

支出の部�

4月17日会計監査終了。11月11日代議員会で承認決議に付されます。�

会 議 費 �
通 信 費 �
印 刷 費 �
会 報 費 �
備 品 費 �
旅 費 交 通 費 �
慶 弔 費 �
消 耗 品 費 �
会 員 名 簿 費 �
記 念 品 費 �
助 成 金 �
広 報 費 �
人 件 費 �
雑 費 �
賃 借 費 �
福 利 費 �
寄 贈 費 �
予 備 費 �

小 計 �

特別会計へ繰入�

特別会計へ繰入�

次 年 度 繰 越 金 �
合 計 �

校友会設立30周年記念事業�
次 年 度 繰 越 金 �
合 計 �

55,000,000�
299,282,354�
354,282,354

55,000,000�
288,688,668�
343,688,668

平 成 12 年 度 決 算�

　特別寄稿として古谷理事長からは学園経営について、天野
学長からは教学についてメッセージをいただきました。みな
さまからの「少子化に向けて大学の取り組みはどのようにさ
れているのか？」の問いにお応えできたのではないでしょうか。
今後も校友会報「凡友」の紙面の充実に努めます。ご意見、ご
希望を編集部までお寄せ下さい。　　（編集部長　高見新一）�

●卒業生数…………… 56,577名�
●重複卒業生数…………… 860名�
●会員数……………… 55,717名�

●物故者…………………… 366名�
●住所不明者…………… 7,479名�
●連絡可能会員数…… 47,872名�

会員データ（平成13年9月7日現在）�
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●仲井英樹（H6土木）�
【結婚式】平成13年2月26日�

●野村真介（H12土木）�
【結婚式】平成13年3月24日�

『冬には新しい家族が誕生します！�
  幸せ一杯です』�

●應武喬之（H12電気電子）�
　　　真紀（旧姓：道正田・H10経営）�

【結婚式】平成12年8月6日�

『ミレニアム夫婦になりました。毎日がとっても幸せです。�
  これからもずっと仲良く、素晴らしい家庭を築いていくぞ！』�

●梶麻衣子�
 （旧姓：中川・H8土木・H10院土木）�

【結婚式】平成12年5月20日�

『93Kの皆さん、お元気ですか？�
  姫路に来ることがあれば連絡下さい』�

●筧光能（H9交機2・H11院環境）�
　　千佳子（旧姓：勝原・H10環境）�
【結婚式】平成13年6月2日�

『毎日が新鮮です。楽しく過ごしています』�

●浜口正弘（H5経営）�
【結婚式】平成13年4月8日�

『毎日楽しく過ごしています。剣道部ガンバレ』�

●石田和義（H7経営）�
【結婚式】平成13年7月22日�

『ハネムーンはハワイに行きました』�

●立浪哲也（H元経営）�
【結婚式】平成１３年１月１３日�

●森岡正樹（H8機械）�
【結婚式】平成13年2月12日�

スイート・カップル�




